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は
じ
め
に

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
応
仁
二
年
最
勝
光
院
方
引
付
（
東
寺
百
合
文
書
け
函
二
一
号
文

書
。
以
下
、「
引
付
」①
）
は
割
符
取
引
の
研
究
史
で
特
に
重
視
さ
れ
て
き
た
。
と
い
う
の

も
、
新
見
庄
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
割
符
を
畿
内
で
現
銭
化
す
る
ま
で
の
経
緯
が
、
こ

の
年
の
最
勝
光
院
方
年
預
で
あ
る
光
明
院
堯
忠
に
よ
っ
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
こ
の
「
引
付
」
か
ら
東
寺
の
公
人
道
仲
が
、
下
鳥
羽

の
芹
川
の
商
人
た
ち
と
協
力
し
て
、
割
符
を
支
払
地
の
堺
で
現
銭
化
し
て
得
た
銭

二
〇
貫
文
を
元
手
に
仕
入
れ
た
商
品
を
京
都
で
売
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
、
割
符
の
決
済
が
、
商
業
利
益
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
（
以
下
、『
前
稿
』）②
。

だ
が
、「
引
付
」
を
お
さ
め
た
『
岡
山
県
史
二
十
巻　

家
わ
け
史
料
』（
岡
山
県
、

一
九
八
六
。
以
下
『
岡
山
県
史
』）
で
は
翻
刻
が
一
部
省
略
さ
れ
て
お
り
、
記
さ
れ
た
全

て
が
検
討
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
年
の
道
仲
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
辰

田
芳
雄
氏
も
検
討
し
て
い
る
が③
、
そ
の
全
体
像
は
い
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
論
点
が
い
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
引
付
」
の
未
翻
刻
・
未
紹

介
部
分
の
内
、
道
仲
に
か
か
わ
る
部
分
を
紹
介
し
つ
つ
、
応
仁
二
年
の
道
仲
の
行
動

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、「
引
付
」
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
府
立

京
都
学
・
歴
彩
館 

東
寺
百
合
文
ｗ
ｅ
ｂ
を
参
照
し
た
。

１
．
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
正
月
十
日
条
か
ら
十
八
日
条
ま
で

ま
ず
は
「
引
付
」
か
ら
、
応
仁
二
年
正
月
の
道
仲
の
動
き
を
追
っ
て
行
こ
う
。
な

お
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
既
に
『
岡
山
県
史
』
や
先
行
研
究
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
部
分
の
引
用
は
最
低
限
に
と
ど
め
る
。

応
仁
元
年
十
二
月
十
八
日
、
新
見
庄
三

が
書
状④
と
と
も
に
一
通
の
割
符⑤
を
送
っ

た
。
今
後
割
符
を
利
用
し
て
京
都
へ
年
貢
送
進
す
る
に
あ
た
り
、
一
つ
の
割
符
を
送

り
、あ
ら
か
じ
め
そ
の
有
効
性
を
確
認
し
て
お
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る⑥
。「
引
付
」
応

仁
二
年
正
月
十
日
条
に
、
こ
の
割
符
が
到
着
し
た
む
ね
の
記
録
が
あ
る
。

翌
正
月
十
一
日
条
か
ら
、
道
仲
が
登
場
す
る
。
割
符
の
支
払
地
の
和
泉
堺⑦
が
「
他

国
遠
路
」
な
の
で
難
儀
至
極
で
は
あ
る
が
、
こ
の
割
符
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
な

い
の
で
、
道
仲
を
堺
ま
で
下
し
、
割
符
の
裏
付
け
を
さ
せ
る
、
と
評
定
は
決
定
し
、

こ
れ
を
う
け
て
道
仲
は
た
だ
ち
に
堺
に
向
か
っ
た
。

そ
の
結
果
は
同
月
十
八
日
条
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
道
仲
は
堺
で
割
符
の
代
わ
り

銭
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
京
都
へ
現
銭
を
持
ち
帰
る
に
あ
た
っ
て
、
①
「
色
々

問
了
簡
、
淀
者
ニ
カ
ワ
シ
」
つ
ま
り
堺
か
ら
京
都
へ
の
「
カ
ワ
シ
」
に
よ
る
送
金
を

「
問
」
の
了
簡
で
「
淀
者
」
に
手
配
し
た
、
➁
最
勝
光
院
方
へ
の
進
納
は
翌
々
二
十
日

に
な
る
予
定
で
あ
る
。
た
だ
し
、
さ
ら
に
そ
の
送
金
は
（
翌
十
九
日
に
）
六
角
室
町
に

行
っ
て
支
払
人
に
確
認
す
る
の
で
、
も
し
十
九
日
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

史
料
紹
介

応
仁
二
年
最
勝
光
院
方
引
付
に
み
る
畿
内
で
の
替
銭
取
引

伊　

藤　

啓　

介
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そ
の
ま
ま
納
め
る
。
③
堺
に
下
向
し
て
い
る
道
中
、（
地
名
不
表
記
）
で
、
命
の
危
険

に
遭
遇
し
た
。
④
割
符
の
支
払
人
が
堺
よ
り
府
中
に
移
動
し
て
い
た
の
で
、
府
中
へ

の
移
動
・
人
夫
な
ど
の
費
用
、
さ
ら
に
堺
か
ら
京
ま
で
の
割
符
賃
が
四
〇
〇
文
、
合

計
六
〇
〇
文
を
要
し
た
、
と
い
っ
た
内
容
が
評
定
で
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
「
粉
骨

分
」
と
し
て
二
〇
疋
（
二
〇
〇
文
）
の
支
給
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

道
仲
が
堺
に
下
る
途
中
で
「
生
涯
に
及
ぶ
」
ほ
ど
の
目
に
あ
っ
た
理
由
は
、
や
は

り
応
仁
の
乱
の
影
響
だ
ろ
う
。
応
仁
の
乱
勃
発
の
直
前
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
応
仁

元
年
四
月
に
、
細
川
方
に
よ
り
、
丹
後
・
丹
波
に
て
山
名
持
豊
が
運
送
中
の
年
貢
を

奪
わ
れ
て
い
る⑧
。
こ
の
畿
内
の
治
安
の
悪
化
は
こ
の
後
の
割
符
の
現
銭
化
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
先
行
研
究
で
こ
の
史
料
は
、
割
符
の
決
済
に
い
た
る
手
続
き
の
ひ
と
つ
、「
裏

付
」
の
存
在
を
示
す
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
井
上
正
夫
氏
は
、
特

に
割
符
の
支
払
人
が
堺
か
ら
和
泉
府
中
へ
移
動
し
て
い
て
、
道
仲
が
府
中
ま
で
追
い

か
け
て
裏
付
け
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
割
符
裏
付
け
の
手
続
き
と
し
て
の
必
要
性

を
論
じ
て
い
る⑨
。

一
方
で
、
堺
か
ら
京
都
へ
の
、
割
符
代
わ
り
銭
の
「
カ
ワ
シ
」
に
注
目
し
て
い
る

の
が
、
桜
井
英
治
氏
と
辰
田
芳
雄
氏
で
あ
る⑩
。
桜
井
氏
に
よ
る
と
冒
頭
に
「
淀
ノ
者

に
カ
ワ
シ
」
と
あ
る
の
は
堺
で
換
金
し
た
銭
を
京
都
に
送
金
す
る
さ
い
、
あ
ら
た
め

て
為
替
が
組
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
後
段
に
『
境
ヨ
リ
京
都
マ
テ
ノ
割
符
賃

四
百
文
』
と
あ
る
の
は
、こ
れ
に
か
か
わ
る
手
数
料
で
あ
る
。」
と
す
る⑪
。
そ
れ
に
対

し
て
、
辰
田
氏
は
こ
の
史
料
に
つ
い
て
「
淀
の
運
送
業
者
に
現
銭
化
さ
れ
た
割
符
料

足
を
沙
汰
し
て
運
ば
せ
」
た
の
だ
と
す
る⑫
。
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

こ
こ
で
は
、
道
仲
が
割
符
代
銭
を
送
金
す
る
際
に
、「
問
了
簡
」
し
て
「
淀
者
」
に

「
カ
ワ
シ
」
た
、
と
い
う
記
載
は
、
筆
者
が
か
つ
て
主
張
し
た
、
割
符
取
引
は
送
金
依

頼
人
と
輸
送
業
者
と
の
間
を
「
問
」
が
仲
介
し
て
成
立
す
る
、
と
い
う
見
解
と
整
合

的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
く⑬
。

２　

三
月
十
一
日
条
か
ら
十
三
日
条
ま
で

さ
て
、
次
に
新
見
庄
か
ら
割
符
が
送
進
さ
れ
て
き
た
の
は
、
三
月
十
日
夕
刻
の
こ

と
で
あ
る
。「
引
付
」
三
月
十
一
日
条
に
よ
る
と
、
十
日
の
夕
に
、
新
見
庄
か
ら
の
使

者
が
、
広
瀬
が
支
払
地
の
割
符
と
、
堺
が
支
払
地
の
割
符
を
そ
れ
ぞ
れ
二
通
ず
つ
合

計
四
通
持
参
し
て
き
た
。
そ
れ
を
受
け
て
評
定
は
、
広
瀬
割
符
に
つ
い
て
は
「
し
か

る
べ
き
物
」
を
、
堺
割
符
に
つ
い
て
は
道
仲
を
、
そ
れ
ぞ
れ
裏
付
け
の
た
め
に
派
遣

す
る
と
決
定
し
て
い
る
。
広
瀬
割
符
に
つ
い
て
は
直
ち
に
使
者
が
出
発
し
た
と
考
え

ら
れ
、
早
く
も
三
月
十
三
日
条
に
は
広
瀬
大
文
字
屋
か
ら
の
返
事
と
、
評
定
の
結
果

が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
広
瀬
大
文
字
屋
は
、
東
寺
か
ら
の
割
符
の
裏
付
け
依
頼
に
対
し
、
現
銭
の

支
払
い
を
三
〇
日
ほ
ど
待
っ
て
く
れ
る
な
ら
裏
付
け
す
る
、
で
な
け
れ
ば
「
放
状
」

を
出
す
（
合
法
的
に
支
払
拒
否
を
行
う
手
続
き
で
あ
ろ
う
）、と
返
事
し
て
き
た
。
た
と
え

十
貫
文
の
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
割
符
で
も
、
支
払
い
を
拒
否
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、

た
だ
の
紙
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
評
定
は
、「
せ
め
て
二
〇
日
程
度
に
で
も
」
と
、

支
払
い
ま
で
の
期
間
を
す
こ
し
で
も
短
縮
さ
せ
る
交
渉
を
命
ず
る
し
か
な
か
っ
た
。

一
方
、
堺
割
符
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
た
ろ
う
か
。
同
日
条
の
関
連
部
分
は
こ
う

で
あ
る
。

一
、
境
割
符
事
、
大
文
字
屋
ニ
致
談
合
、
可
然
者
可
契
約
、
若
有
不
足
之
事
者
、
自

広
瀬
直
ニ
境
ヘ
下
シ
裏
付
ヲ
サ
セ
ラ
ル
ヘ
シ
、然
者
道
仲
ヲ
相
副
可
下
之
也
了
蔵
（
二

文
字
ケ
シ
）

（
後
略
）

堺
割
符
の
裏
付
け
に
つ
い
て
評
定
は
、
前
回
定
め
た
道
仲
で
は
な
く
、
大
文
字
屋

と
談
合
の
う
え
で
「
し
か
る
べ
き
者
と
契
約
す
べ
し
」
と
決
定
し
て
い
る
。
た
だ
し

「
不
足
の
事
が
あ
れ
ば
」、
広
瀬
か
ら
直
接
、
堺
へ
向
か
わ
せ
て
割
符
の
裏
付
け
を
さ
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せ
る
と
し
、
そ
の
要
員
と
し
て
道
仲
を
広
瀬
に
同
行
さ
せ
て
い
る
。
基
本
的
に
裏
付

け
を
依
頼
す
る
相
手
は
大
文
字
屋
に
仲
介
さ
せ
、
そ
れ
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と

き
に
道
仲
に
裏
付
け
を
さ
せ
る
、
と
い
う
方
針
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
時

道
仲
に
は
別
の
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
一
旦
置

こ
う
。

こ
の
時
の
四
通
の
割
符
が
ど
う
な
っ
た
か
は
、
三
月
十
七
日
付
け
の
新
見
庄
三

宛
の
書
下
か
ら
わ
か
る⑭
。
ま
ず
広
瀬
大
文
字
屋
割
符
に
つ
い
て
は
、
決
済
ま
で
ひ
と

月
待
た
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
堺
割
符
に
つ
い
て
も
「
次
境
割
符
は
河
内
ま
で
被
下
遣

候
之
処
、
依
世
間
物
忩
、
路
次
□
通
候
之
間
、
持
ち
帰
り
候
の
間
、
い
ま
だ
裏
付
不

仕
候
」
と
あ
る
。
裏
付
け
に
派
遣
さ
れ
た
の
が
道
仲
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
治
安
が

非
常
に
悪
か
っ
た
た
め
、
堺
に
た
ど
り
着
け
ず
、
割
符
が
裏
付
け
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。

さ
て
こ
の
後
、
四
月
に
入
っ
て
か
ら
道
仲
は
芹
川
商
人
と
と
も
に
、
堺
へ
割
符
の

現
銭
化
に
向
か
い
、
そ
の
帰
途
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い

て
先
行
研
究
で
は
一
部
が
紹
介
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
以
下
、
詳
細
に

紹
介
す
る
。３

．
四
月
八
日
条
か
ら
四
月
廿
日
条
ま
で

四
月
八
日
条
に
、
堺
か
ら
の
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
道
仲
か
ら
注
進
状
が
届
い
た

旨
、
記
載
が
あ
る
。

一
、  

道
仲
境
ヨ
リ
、
上
リ
様
ニ
、
住
吉
ニ
テ
荷
落
サ
ル
。
取
手
ハ
安
富
勘
解
由
左

衛
門
か
子
也
ト
云
々
之
由
、
注
進
状
今
朝
到
来
。
則
披
露
之
。
随
而
人
ヲ
被

下
遣
者
、
可
畏
入
候
由
、
自
妻
女
方
申
之
上
者
、
同
披
露
之
処
、
道
仲
ハ
荷

不
可
有
之
、
又
其
身
無
煩
歟
之
分
ハ
此
状
ニ
見
タ
リ
。
然
ハ
下
サ
レ
ス
ト
モ

ト
被
成
治
定
了
。

道
仲
が
堺
か
ら
京
都
へ
上
る
途
中
の
住
吉
に
て
「
荷
」
を
奪
わ
れ
た
こ
と
、
取
手

は
安
富
勘
解
由
左
衛
門
の
子
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
ま
ず
明
ら
か
に
な
る
。
つ

い
で
道
仲
の
妻
女
か
ら
救
援
を
遣
わ
し
て
ほ
し
い
、
と
の
願
い
出
が
あ
っ
た
が
、「
道

仲
ハ
荷
不
可
有
之
（
道
仲
自
身
は
荷
と
同
行
し
て
い
な
い
と
い
う
意
か
）」、
ま
た
、
書
状

の
内
容
か
ら
道
仲
自
身
の
身
の
危
険
は
な
い
と
し
て
、救
援
は
遣
わ
さ
れ
な
か
っ
た
。

続
報
が
記
載
さ
れ
て
詳
細
が
判
明
す
る
の
は
、
四
月
十
日
条
で
あ
る
が
、
既
に
前

稿
で
紹
介
す
み
で
あ
る
の
で
原
文
の
引
用
は
省
略
し
、
内
容
の
紹
介
に
止
め
る
。

こ
の
十
日
条
に
よ
る
と
道
仲
は
、
四
月
八
日
の
深
夜
に
帰
洛
し
た
ら
し
い
。
彼
が

年
預
堯
忠
に
報
告
し
た
、
事
の
顛
末
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
四
月
一
日
に
道
仲
は

堺
で
割
符
料
足
廿
貫
文
を
受
け
取
り
、「
商
人
共
」
に
替
遣
わ
し
た
。
三
日
に
道
仲
が

商
人
た
ち
と
同
道
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
堺
と
住
吉
の
間
で
、
人
六
人
・
馬
七
頭
に
乗

せ
た
荷
を
、
安
富
勘
解
由
左
衛
門
の
子
、
禅
念
寺
と
称
す
る
人
物
に
奪
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
日
付
は
不
明
だ
が
、
道
仲
は
和
泉
守
護
に
「
詫
事
」
を
し
て
、「
荷
」
を
返
却

す
る
よ
う
に
命
じ
た
書
状
の
発
給
を
受
け
、
そ
れ
を
持
っ
て
禅
念
寺
か
ら
荷
を
取
り

戻
そ
う
と
す
る
が
失
敗
し
、
四
月
八
日
の
注
進
状
を
東
寺
に
送
る
に
至
る
。

こ
の
「
禅
念
寺
」
は
細
川
氏
の
有
力
被
官
で
あ
る
安
富
勘
解
由
左
衛
門
尉
の
子
と

さ
れ
て
お
り
、
道
仲
は
同
じ
く
細
川
方
で
あ
る
和
泉
守
護
へ
佗
事
を
し
て
文
書
の
発

給
を
う
け
た
が
、
荷
の
取
り
戻
し
に
失
敗
し
た
。
こ
の
後
、
最
勝
光
院
方
か
ら
道
仲

に
対
し
て
、割
符
料
足
を
た
だ
ち
に
納
め
る
よ
う
に
催
促
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
四
月
十
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

一
、
境
割
符
料
足
于
今
寺
納
延
引
之
条
、
不
可
然
歟
之
間
、
何
様
ニ
可
有
御
沙
汰

乎
之
由
、
披
露
之
処
、
評
議
曰
、
延
引
誠
不
可
然
。
悉
可
進
納
之
由
、
堅
可
申
付
、

依
其
返
答
重
可
有
了
簡
之
由
、
衆
議
治
定
了
。

最
勝
光
院
方
は
、
道
仲
の
災
難
を
割
符
代
銭
の
延
納
の
理
由
と
し
て
認
め
ず
、
ま

た
一
部
免
除
と
い
っ
た
救
済
も
認
め
な
い
と
し
て
い
る
。
一
方
で
道
仲
も
こ
の
間
、
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手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
月
廿
日
条
を
み
て
み
よ
う
。

一
、
境
割
符
替
銭
事
、
被
落
取
荷
共
、
可
返
渡
重
自
細
川
方
奉
書
既
出
ツ
、
又
畠
山

尾
張
守
方
ヨ
リ
モ
同
可
被
出
之
。
然
者
荷
共
不
可
有
相
違
ニ
付
、
料
足
可
取
進
之
、

道
仲
申
旨
之
、
此
状
不
得
其
意
。
不
可
依
荷
共
取
不
取
ニ
ハ
、
急
致
催
促
、
今
・
明

日
之
間
、
可
寺
納
申
之
由
、
堅
可
致
下
知
之
由
、
衆
議
治
定
了
。

道
仲
は
、
応
仁
の
乱
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
、
畠
山
政
長
に
も
文
書
の
発
給
を

交
渉
し
、
そ
の
発
給
さ
え
あ
れ
ば
荷
を
取
り
戻
せ
る
、
そ
う
す
れ
ば
料
足
を
進
上
す

る
、
と
評
定
に
報
告
し
て
い
る
。
だ
が
評
定
は
「
荷
を
取
り
戻
せ
る
か
そ
う
で
な
い

か
に
依
っ
て
進
上
で
き
る
で
き
な
い
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
な
い
」
と
し
て
今

日
・
明
日
に
も
寺
納
す
る
よ
う
に
、
と
返
し
て
い
る
。
正
論
で
あ
る
。

４
．
五
月
十
日
条
か
ら
十
三
日
条
ま
で

道
仲
の
畠
山
氏
へ
の
工
作
も
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
し
ば
ら
く
「
引
付
」

の
記
載
も
途
絶
え
、
膠
着
状
態
が
五
月
ま
で
つ
づ
く
。
そ
ん
な
な
か
五
月
十
日
条
で

突
然
、「
道
仲
催
促
之
間
、
令
披
露
之
処
、
明
日
（
十
一
日
）
可
有
科
評
定
之
由
、
衆

議
了
。」
と
、
道
仲
に
対
す
る
「
科
評
定
」
の
開
催
が
宣
言
さ
れ
る
。
こ
の
「
科
評

定
」
の
内
容
が
次
に
あ
げ
る
五
月
十
二
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
境
割
符
替
銭
事
、
連
々
道
仲
ヲ
催
促
之
処
、
以
前
ハ
可
取
進
之
様
ニ
度
々
申
キ
、

去
六
日
又
催
促
之
処
、
返
答
云
、
於
住
吉
被
落
取
処
、
荷
ヲ
被
返
渡
歟
、
不
然
者
被

彼
報
答
ニ
、
和
泉
河
内
ヨ
リ
上
ル
荷
ヲ
落
取
歟
時
ハ
、
芹
河
ノ
商
人
共
定
彼
御
料
足

可
進
之
歟
、
於
其
時
者
、
涯
分
可
致
奉
公
也
。
只
今
而
私
ト
可
弁
進
之
条
者
、
難
叶

之
由
申
之
旨
、
公
文
上
総
披
露
之
、
申
之
旨
委
細
披
露
之
処
、
只
今
御
返
事
申
分
不

可
然
、
其
故
者
、
広
瀬
大
文
字
屋
ヘ
可
被
替
ト
ニ
、
既
領
状
案
文
ヲ
被
書
下
之
処
ニ
、

大
文
字
屋
ニ
テ
ハ
替
サ
ス
シ
テ
持
帰
リ
、
芹
河
ノ
者
ニ
可
有
御
替
歟
之
由
申
之
間
、

広
瀬
ハ
卅
ヶ
日
ハ
カ
リ
可
延
引
之
由
申
ス
、
道
仲
ハ
二
三
ヶ
日
中
ニ
京
都
ニ
テ
可
進

之
由
申
、
是
尤
可
然
歟
之
間
、
雖
運
賃
□（

卅
）疋

、
不
可
有
子
細
之
由
、
御
領
状
也
、
爰

ニ
割
符
ノ
替
賃
ヲ
取
リ
ナ
カ
ラ
、
於
路
地
荷
ヲ
落
サ
ル
ヽ
ト
テ
、
料
足
無
沙
汰
ノ
条
、

更
無
其
謂
歟
、
所
詮
道
仲
致
計
略
之
上
者
、
可
弁
進
之
段
而
勿
論
之
処
、
及
兎
角
異

儀
之
条
、
緩
怠
之
至
也
、
仍
可
被
処
罪
科
之
間
、
被
仰
廿
一
口
年
預
、
先
可
被
住
宅

験
符
之
由
、
衆
議
治
定
之
間
、
則
自
衆
座
以
上
総
・
乗
観
、
被
示
送
廿
一
口
年
預
訖

内
容
を
詳
述
す
る
。

①
割
符
替
銭
の
進
上
遅
延
に
つ
い
て
何
度
も
道
仲
に
催
促
し
て
い
た
が
、
以
前
は
必

ず
（
荷
を
）
取
り
返
し
て
進
上
す
る
と
度
々
言
っ
て
い
た
の
だ
が
、去
る
六
日
の
返
答

で
道
仲
が
言
う
に
は
、「
住
吉
で
奪
わ
れ
た
荷
を
取
り
返
す
か
、
あ
る
い
は
そ
の
報
復

と
し
て
和
泉
河
内
か
ら
京
に
運
ば
れ
て
く
る
荷
物
を
奪
う
か
し
た
と
き
に
、
芹
河
の

商
人
た
ち
が
、
彼
の
料
足
を
進
納
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
は
、
力
の
限
り
の
ご

奉
公
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。（
で
す
が
）
た
っ
た
い
ま
、私
と
し
て
（
彼
の
料
足
を
）
弁

済
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」、
と
、
公
文
上
総
坊
を
通
じ
て
申
し
て
き
た
。

②
こ
の
返
事
の
詳
細
を
評
定
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
申
し
分
は
お
か
し
い
（
と

い
う
話
に
な
っ
た
）。
と
い
う
の
も
、
当
初
、
堺
割
符
を
広
瀬
大
文
字
屋
に
替
わ
そ
う

と
し
た
と
き
に
、
既
に
領
状
を
書
き
下
す
ば
か
り
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、（
道
仲
は
）
替

わ
さ
ず
に
持
ち
帰
り
、「
芹
川
の
者
に
替
を
な
さ
る
べ
き
で
す
。
広
瀬
大
文
字
屋
は
、

（
裏
付
け
し
て
銭
を
広
瀬
で
進
上
す
る
ま
で
に
）
三
〇
ケ
日
延
長
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

道
仲
な
ら
ば
、
二
・
三
日
の
う
ち
に
京
都
で
進
上
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
。

よ
っ
て
、こ
ち
ら
（
に
裏
付
け
を
頼
む
）
の
が
適
当
で
あ
る
、と
考
え
て
、運
賃
を
三
〇

疋
と
る
と
い
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、（
道
仲
へ
替

わ
す
こ
と
を
、
評
定
が
）
領
状
な
さ
っ
た
、
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

③
（
こ
の
よ
う
に
）
割
符
の
「
替
賃
」
を
取
っ
て
お
き
な
が
ら
、
途
中
で
荷
を
奪
わ
れ

た
と
い
っ
て
、
料
足
を
進
上
し
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
（
そ
れ
を
許
す
よ
う
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な
）
理
由
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、道
仲
が
（
堺
か
ら
京
都
へ
の
送
金
の
）
計
略
を
し

た
以
上
は
、（
割
符
銭
を
）
弁
進
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
に
、

と
か
く
異
議
を
言
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

⑥
よ
っ
て
（
道
仲
を
）
罪
科
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、廿
一
口
方
年
預
に
命

じ
て
、
ま
ず
道
仲
の
住
宅
を
験
封
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
最
勝
光
院
方
の
衆
議
が

定
ま
っ
た
の
で
、
評
定
の
座
か
ら
、
東
寺
公
文
の
上
総
増
祐
と
、
寺
官
の
乗
観
祐
成

を
も
っ
て
、
二
十
一
口
方
年
預
に
示
し
送
っ
た
。

こ
こ
ま
で
あ
る
意
味
冷
静
に
、
事
実
あ
る
い
は
道
仲
の
言
い
分
を
記
し
て
き
た
年

預
堯
忠
が
、
科
評
定
の
席
に
お
い
て
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
、
今
回
の
裏
付
け
に
い

た
る
裏
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
の
言
う
内
容
を
整
理
し
よ
う
。

ま
ず
①
・
②
に
あ
る
よ
う
に
、
道
仲
は
割
符
銭
の
支
払
不
能
を
、
東
寺
公
文
上
総

増
祐⑮
と
寺
官
の
乗
観
祐
成
を
通
じ
て
告
げ
て
き
た
。
ま
た
②
で
、
割
符
銭
を
弁
済
す

る
主
体
を
「
芹
川
商
人
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
等
が
弁
済
す
る
手
立
て
と

し
て
、「
奪
わ
れ
た
荷
を
取
り
戻
す
」
ほ
か
に
、「
摂
津
河
内
か
ら
の
荷
を
報
復
と
し

て
奪
う
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
国
質
」「
所
質
」
慣
行
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
「
国
質
」
に
よ
る
返
済
が
現
実
的
で
な
か
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
あ
と
評
定
が
返
済
の
可
能
性
を
歯
牙
に
も
か
け
ず
、
実
質
、
道
仲

の
踏
み
倒
し
宣
言
と
み
な
し
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
い
で
③
か
ら
は
、
道
仲
が
今
回
の
割
符
の
裏
付
け
に
つ
い
て
、
か
な
り
強
引
に

堯
忠
を
説
き
伏
せ
て
請
け
負
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
目
的
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
③
・
④
か
ら
は
裏
付
け
に
あ
た
っ
て
道
仲
が
三
〇
疋
の
「
運
賃
」（
④
で
い

う
「
替
賃
」
と
同
じ
も
の
だ
ろ
う
）
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、目
的
と
す
る
に

は
金
額
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
②
で
返
済
の
主
体
を
「
芹
川
商
人
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
か
か
わ
っ

て
く
る
。
以
下
、
前
稿
と
一
部
重
複
す
る
が
、
重
要
な
点
で
あ
る
の
で
詳
述
す
る
。

こ
こ
で
、
次
の
史
料
に
注
目
す
る
。

（
史
料
）

境
に
て
渡
料
足
之
事

一
貫
文　

与
三
郎

一
貫
文　

助
三
郎

三
百
文　

与
四
郎

三
貫
文　

右
近

一
貫
文　

太
郎
五
郎

二
貫
文　

衛
門

一
貫
五
百
文　

二
郎
九
郎

二
貫
文　

衛
門
三
郎

五
百
文　

左
近

五
貫
二
百
文　

兵
衛
二
郎

以
上　

十
七
貫
五
百
文

一
貫
百
文　

道
仲
遣
足

一
貫
四
百
文　

限
残
渡
申

以
上　

二
貫
五
百
文

都
合　

廿
貫
文

四応
仁
弐月

九
日

（
端
書
）

「
道
忠
境
割
符
替
遣
注
文

　
　

応
仁
二　

四　

九　

出
之⑯
」

こ
の
史
料
に
は
芹
川
商
人
た
ち
の
名
簿
と
、
彼
等
に
「
替
遣
」
わ
し
た
金
額
の
分

配
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
辰
田
氏
は
こ
の
史
料
と
「
引
付
」
四
月
一
〇
日
条
を
根
拠

に
、
こ
の
時
の
「
替
遣
」
は
、「
下
鳥
羽
の
芹
川
商
人
に
現
銭
化
さ
れ
た
割
符
料
足
を

渡
し
て
運
ば
せ
」
る
こ
と
と
し
、「
危
険
の
分
散
化
の
た
め
」
に
分
割
し
て
運
ば
せ
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た
、
と
す
る⑰
。
だ
が
、
彼
ら
が
受
け
と
っ
た
運
賃
は
「
三
十
定
」
で
あ
る
。
た
か
が

三
〇
〇
文
、ひ
と
り
あ
た
り
三
〇
文
の
収
入
（
利
益
で
す
ら
な
い
こ
と
に
注
意
）
の
た
め

に
、
一
〇
人
も
の
商
人
た
ち
が
命
の
危
険
を
冒
し
、
五
月
十
二
日
条
の
内
容
③
で
触

れ
た
よ
う
な
、
強
引
な
形
で
の
請
負
を
行
う
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
腑
に
落
ち
な

い
。
こ
れ
は
や
は
り
、
桜
井
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
改
め
て
の
為
替
送
金
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う⑱
。
そ
し
て
鈴
木
敦
子
氏
も
指
摘
し
て
い
る
と
お

り
、
彼
等
は
替
銭
を
元
手
に
商
品
を
買
い
、
そ
れ
を
「
荷
」
と
し
て
京
都
近
辺
ま
で

運
ぶ
途
中
だ
っ
た
、
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う⑲
。
単
純
に
運
送
す
る
だ
け
で
あ
れ

ば
、
収
入
は
ひ
と
り
あ
た
り
た
っ
た
の
三
〇
文
だ
が
、
商
品
を
買
っ
て
、
京
都
で
売

り
さ
ば
け
ば
、
何
倍
に
も
儲
か
る
の
で
あ
る
。
他
に
も
奪
わ
れ
た
も
の
を
「
料
足
」

あ
る
い
は
「
銭
」
で
は
な
く
「
荷
物
」
と
表
現
し
、被
害
を
「
料
足
の
代
八
拾
貫
文
」、

と
表
現
す
る
史
料
が
あ
り⑳
、
や
は
り
商
品
に
替
え
て
輸
送
し
て
い
た
と
み
る
ほ
う
が

適
切
で
あ
ろ
う
。
一
〇
人
で
分
配
し
て
い
る
の
は
、
危
険
分
散
も
あ
ろ
う
が
、
販
路

や
資
本
力
と
い
っ
た
商
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
見
合
っ
た
額
の
小
口
に
分
割
し

て
商
売
を
し
た
た
め
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
正
月
十
八
日
条
で
ふ
れ
た
、「
淀
ノ
者
に
カ
ワ
シ
」
に
か
か
わ
る
桜
井
氏
と

辰
田
氏
の
議
論
に
注
目
す
る
。
こ
こ
で
も
同
様
に
、
利
益
面
か
ら
い
っ
て
「
た
だ
現

銭
を
輸
送
す
る
」
の
で
は
な
く
、
商
品
に
か
え
て
さ
ら
な
る
収
益
獲
得
を
も
く
ろ
む

と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
り
、
辰
田
氏
の
言
う
よ
う
に
現
銭
を
運
搬
さ
せ
た
の
で

は
な
く
、
桜
井
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
た
に
為
替
を
組
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
だ

ろ
う
。
こ
の
場
合
、
四
月
の
時
点
で
芹
川
商
人
を
語
ら
っ
て
利
得
を
も
く
ろ
ん
だ
道

仲
が
、
正
月
の
時
点
で
は
そ
れ
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
理
由
が
問
題
と
な
る
が
、
正

月
の
時
点
で
「
淀
ノ
者
」
が
行
っ
た
取
引
に
同
行
す
る
こ
と
で
、
道
仲
が
取
引
手
法

を
学
び
、
四
月
に
再
び
堺
で
の
割
符
の
現
銭
化
の
機
会
を
得
て
、
学
ん
だ
ば
か
り
の

「
替
」
を
実
行
し
よ
う
と
、
強
引
に
請
け
負
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

さ
て
、
以
上
か
ら
、
堯
忠
の
言
い
分
に
つ
い
て
背
後
の
事
情
も
含
め
て
ま
と
め
て

て
み
よ
う
。
も
と
も
と
堺
割
符
の
「
裏
付
」
に
つ
い
て
は
、
三
月
十
三
日
条
に
あ
る

よ
う
に
、「
大
文
字
屋
ニ
談
合
致
」
し
て
、
そ
の
請
負
人
を
探
す
予
定
だ
っ
た
が
、
道

仲
が
堯
忠
を
説
得
し
、「
替
賃
」
を
取
っ
て
裏
付
け
を
請
け
負
い
、
芹
川
の
商
人
一
一

名
を
動
員
し
て
、
彼
等
に
割
符
代
わ
り
銭
を
替
銭
と
し
て
貸
付
け
、
堺
で
商
品
を
仕

入
れ
て
京
都
に
運
び
、
儲
け
を
得
よ
う
と
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
替

銭
の
金
額
が
、（
史
料
）
に
あ
る
通
り
一
七
貫
五
〇
〇
文
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
こ
の
金
額
は
も
と
も
と
の
割
符
の
金
額
二
〇
貫
文
か
ら
、
道
仲
が
最
勝
光
院

方
に
納
め
た
金
額
で
あ
る
一
貫
四
〇
〇
文
だ
け
で
な
く
、
四
月
九
日
条
に
あ
る
「
和

泉
守
方
へ
の
佗
事
」
の
際
に
支
払
っ
た
一
貫
一
〇
〇
文
を
も
引
い
た
、
道
仲
が
主
張

す
る
債
務
の
金
額
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
よ
り
多
く
が
替
銭
と
し
て
商
品

の
元
手
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

さ
て
、
堯
忠
の
い
う
よ
う
に
、
道
仲
が
強
引
に
割
符
の
裏
付
け
を
請
け
負
っ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
い
く
ら
荷
を
奪
わ
れ
た
せ
い
だ
と
し
て
も
、
評
定
が
道
仲
に
対
し
て

支
払
い
を
免
除
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
住
宅
を
「
験
封
」
す
る
こ
と
と
決
し
た
と
し
て
も

う
な
ず
け
る
。
だ
が
、
こ
の
二
十
一
口
方
へ
の
「
験
封
」
の
申
し
入
れ
は
結
局
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
。
五
月
十
三
日
条
に
そ
の
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
験
符
道
仲
住
屋
之
事
、
此
題
目
中
﨟
以
下
之
衆
巨
細
不
存
知
之
間
、
難
及
其

沙
汰
也
、
且
為
講
堂
方
可
有
御
沙
汰
歟
之
由
、
自
廿
一
口
年
預
返
答
之
趣
、
以
両

使
上
総
・
乗
観
致
披
露
畢

道
仲
の
屋
敷
を
「
験
符
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、廿
一
口
方
年
預
か
ら
の
返
答
は
、

「
中
﨟
以
下
之
衆
」
が
前
後
の
事
情
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、そ
の
命
令
の
実

行
は
難
し
い
と
い
う
、実
質
的
な
拒
否
で
あ
っ
た
。「
験
符
」
に
あ
た
っ
て
理
解
を
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
、「
中
﨟
以
下
之
衆
」
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
寺
官

ク
ラ
ス
の
僧
や
預
・
門
指
た
ち
の
こ
と
と
考
え
て
お
く
。
中
﨟
衆
と
い
う
よ
う
な
常
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置
の
組
織
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
主
だ
っ
た
構
成
員
た
ち
の
意
見
と
い
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
道
仲
か
ら
の
最
後
通
告
と
い
え
る
五
月
六
日
の
返
答
も
、
五
月

十
三
日
条
と
同
じ
く
東
寺
公
文
上
総
坊
増
祐
と
寺
官
の
乗
観
祐
成
を
通
じ
て
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
時
点
で
道
仲
が
彼
等
の
保
護
を
と
り
つ
け
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し

く
な
い
。
ま
た
三
月
十
三
日
条
の
「
若
有
不
足
之
事
者
、
自
広
瀬
直
ニ
境
ヘ
下
シ
裏

付
ヲ
サ
セ
ラ
ル
ヘ
シ
、
然
者
道
仲
ヲ
相
副
可
下
之
也
」
と
言
う
記
載
か
ら
は
、
道
仲

が
割
符
の
裏
付
け
の
た
め
に
堺
に
赴
く
こ
と
を
、あ
ら
か
じ
め
評
定
が
（
そ
し
て
堯
忠

が
）
事
実
上
容
認
し
て
い
た
と
も
と
れ
る
。
な
ん
に
せ
よ
、
す
べ
て
を
道
仲
の
独
断

と
し
、
割
符
銭
を
失
っ
た
全
責
任
を
彼
に
押
し
付
け
る
か
の
よ
う
な
年
預
堯
忠
の
主

張
は
一
方
的
に
過
ぎ
る
、
と
周
囲
に
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

結
局
こ
の
あ
と
、
道
仲
か
ら
の
割
符
銭
の
回
収
に
つ
い
て
の
続
報
は
な
く
、
う
や

む
や
の
内
に
終
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
堯
忠
の
側
に
も
落
ち
度

が
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
追
及
が
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

５
．
七
月
八
日
条
以
降

こ
の
道
仲
の
割
符
の
現
銭
化
の
失
敗
後
、
七
月
八
日
条
に
て
、
新
見
庄
か
ら
ま
た

一
通
、
堺
支
払
の
割
符
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
割
符
の
裏
付
（「
引
付
」
は

「
堺
割
符
替
事
」
と
記
載
）
に
つ
い
て
は
、一
時
「
彦
六
」
が
「
盆
以
後
」
と
い
う
条
件

で
請
負
を
申
し
出
て
い
る
が
、
八
月
十
六
日
条
で
割
符
の
現
物
を
堯
忠
の
坊
か
ら
西

院
の
聖
に
預
け
た
こ
と
、
九
月
二
十
三
日
条
で
、「
久
万
」
に
談
合
す
る
と
衆
議
さ
れ

た
こ
と
の
記
録
が
あ
る
の
み
で
、
現
銭
化
に
成
功
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
道
仲

の
失
敗
の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
応
仁
の
乱
の
最
中
の
畿
内
で
の
商
業

活
動
に
は
困
難
が
伴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に　

道
仲
の
行
動
と
割
符
取
引
の
特
質

以
下
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
ま
と
め
て
、
結
び
に
代
え
る
。

ま
ず
「
替
銭
」「
替
」「
カ
ワ
シ
」
の
も
つ
意
味
の
多
彩
性
で
あ
る
。
既
に
「
手
形
」

や
、「
借
用
証
書
」
を
指
す
例
や
、
送
金
取
引
を
指
す
例
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
「
引
付
」
五
月
十
二
日
条
の
よ
う
に
「
割
符
の
取
り
立
て
（
遠
隔
の
支
払
地
で

現
銭
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
受
取
人
の
も
と
に
運
ぶ
こ
と
）」
の
意
味
で
利
用
さ
れ
て
い
る

事
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
畿
内
に
お
け
る
商
品
輸
送
を
媒
介
し
た
為
替
取
引
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
正
月
十
八
日
条
の
堺
か
ら
京
都
へ
の
「
カ
ワ
シ
」
の
例
、
そ
し
て

失
敗
し
た
と
は
い
え
道
仲
に
よ
る
「
替
銭
」
は
、
年
貢
送
進
に
と
も
な
う
替
銭
取
引

（
そ
し
て
割
符
取
引
）
が
商
業
金
融
と
し
て
機
能
し
、盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、そ

の
際
、「
問
」
に
よ
る
「
替
銭
」
相
手
の
斡
旋
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

ほ
か
に
本
稿
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
替
銭
と
い
う
商
業
技
術
を
、

道
仲
が
学
ん
で
た
だ
ち
に
実
行
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
道
仲
は
正
月
に「
問
」

が
「
淀
者
」
に
仲
介
し
て
、
割
符
の
代
銭
を
貸
付
て
、
そ
れ
を
元
手
に
堺
―
京
都
間

で
商
業
輸
送
を
行
う
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
ど
れ
ほ
ど
の
利
益
が
あ
っ
た
か
は

想
像
す
る
し
か
な
い
が
、
正
月
に
「
生
涯
程
」
の
目
に
あ
っ
た
は
ず
の
道
仲
が
、
三

月
に
は
強
引
に
堯
忠
を
説
き
伏
せ
て
、
割
符
の
裏
付
け
と
京
都
へ
の
銭
の
運
送
を
請

け
負
っ
た
の
だ
か
ら
、
か
な
り
の
利
益
が
見
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
回
だ
け

替
銭
取
引
の
実
例
を
見
た
だ
け
で
取
引
手
法
を
再
現
で
き
た
こ
と
は
、
道
仲
の
能
力

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、そ
の
手
法
が
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
こ
と
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

筆
者
は
替
銭
、
あ
る
い
は
割
符
取
引
を
、「
為
替
原
理
（
逆
方
向
の
送
金
関
係
の
交
換

に
よ
る
遠
隔
地
送
金
の
実
現
）」で
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
原
理
を
中
世
人
が
知

る
は
ず
も
な
い
、
と
批
判
す
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が㉑
、
筆
者
が
前
稿
で
為

替
原
理
に
触
れ
た
意
図
は
、
遠
隔
地
送
金
が
成
立
す
る
原
理
と
、
京
都
と
地
方
と
の
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間
で
貢
納
物
送
金
と
商
品
代
金
送
金
と
い
う
逆
方
向
の
送
金
関
係
が
存
在
す
る
「
室

町
期
荘
園
制
」
の
経
済
構
造
と
よ
く
か
み
合
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
た
め
で
あ

り
、
こ
の
事
例
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
道
仲
が
こ
の
取
引
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、
芹
川
商
人
を
動
員
し
て
い
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
東
寺
公
人
が
年
貢
収
納
を
商
機
と
み
て
、
在
地
の
商
人
を
動
員

し
た
こ
の
事
例
は
、
か
つ
て
筆
者
が
論
じ
た
、
一
三
世
紀
末
に
東
大
寺
小
綱
公
人
が

東
大
寺
手
向
山
八
幡
宮
神
人
を
、
大
部
庄
の
年
貢
収
納
に
動
員
し
た
例
と
同
様
の
構

造
と
い
え
よ
う㉒
。
道
仲
が
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
等
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
か
は
不
明

だ
が
、
荘
園
制
の
流
通
シ
ス
テ
ム
と
、
神
人
・
公
人
と
い
っ
た
商
業
者
た
ち
と
の
関

係
と
を
考
え
る
材
料
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

注①　
本
稿
で
は
以
下
、
東
寺
百
合
文
書
に
つ
い
て
は
「『
百
』
け
二
一
」
と
い
う
よ
う
に

表
記
す
る
。

②　

割
符
・
替
銭
に
か
か
わ
る
主
な
研
究
史
は
、
拙
稿
a
「
割
符
の
し
く
み
と
為
替
・
流

通
・
金
融
」（『
史
林
』
八
九-

三
、
二
〇
〇
六
、
以
下
「
前
稿
」）、
お
よ
び
拙
稿
b

「
中
世
手
形
文
書
の
系
譜
関
係 : 

預
か
り
状
・
替
文
・
割
符
」（『
古
文
書
研
究
』

七
六
、二
〇
一
三
）
ご
参
照
。

③　

辰
田
芳
雄
「
年
貢
送
進
手
段
と
し
て
の
割
符
に
つ
い
て
―
裏
付
の
意
味
を
中
心
に
」

（
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
）
所
収
。
以
下
、
辰
田
論
文
。

④　

応
仁
二
年
十
二
月
十
八
日
付
新
見
庄
三
職
連
署
注
進
状
（『
百
』
え
四
六
、『
岡
山
県

史
』
九
一
六
号
）。

⑤　
「
割
符
案
」（『
百
』
せ
七
一
、『
岡
山
県
史
』
一
一
七
八
号
）。

⑥　

宇
佐
見
隆
之
『
割
符
考
』（
同
『
日
本
中
世
の
流
通
と
商
業
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
）。

⑦　
「
引
付
」
で
堺
は
「
境
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
本
文
で
は
「
堺
」
に
統
一

し
て
表
記
す
る
。

⑧　

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
応
仁
元
年
四
月
七
日
条
。

⑨　

井
上
正
夫
「
割
符
の
し
く
み
と
そ
の
革
新
性
―
割
符
の
割
印
を
手
が
か
り
に
し
て
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
二
〇
編
八
号
、
二
〇
一
一
）。

⑩　

辰
田
論
文
。

⑪　

桜
井
英
二
「
割
符
に
関
す
る
考
察
」（
同
『
日
本
中
世
の
経
済
構
造
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
、
初
出
一
九
九
五
）。

⑫　

辰
田
論
文
。

⑬　
（
注
②
）
拙
稿
b
。

⑭　

応
仁
二
年
三
月
十
七
日
付
東
寺
書
下
案
（『
百
』
サ
一
八
一
、『
岡
山
県
史
』
四
三
二

号
）。

⑮　

寛
正
七
年
（
一
四
六
六
）
二
月
七
日
付
東
寺
公
文
上
総
増
祐
奉
書
案
（『
百
』
サ

一
六
六
／
一
）、
応
仁
二
年
三
月
一
七
日
付
東
寺
公
文
増
祐
奉
書
案
（『
百
』
サ
函

一
八
〇
）。

⑯　
「
道
忠
境
割
符
替
遣
注
文
」（『
百
』
サ
函
一
八
三
）。

⑰　

辰
田
論
文
。

⑱　
（
注
⑪
）
桜
井
論
文
。

⑲　

鈴
木
敦
子
「
十
五
世
紀
備
中
国
新
見
市
場
を
め
ぐ
る
諸
動
向
」（
同
『
日
本
中
世
社

会
の
流
通
構
造
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
。
初
出
一
九
七
八
）。

⑳　

道
忠
書
状
（『
百
』
サ
函
一
八
二
）。

㉑　

そ
も
そ
も
「
為
替
原
理
」
に
基
づ
く
遠
隔
地
送
金
は
、
宋
代
中
国
や
、
一
三
世
紀
西

欧
で
も
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
中
世
日
本
に
導
入
さ
れ
て
も
な
ん
ら
お
か
し
く
な
い
。

㉒　

拙
稿
「
一
三
・
一
四
世
紀
の
流
通
構
造
と
商
業
」（『
日
本
史
研
究
』
六
九
〇
、

二
〇
二
〇
）
な
お
寺
辺
に
居
住
す
る
公
人
に
よ
る
神
人
・
商
人
た
ち
の
動
員
に
は
別
稿

を
準
備
し
て
い
る
。

（
本
学
授
業
担
当
講
師
）


